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― 国 語 ― 
《 解 答 》 （ 配 点 ） 一  4０ 点 二  ４
０ 点 三  ２
０ 点 

 

一  （ ４ ０ 点 ） 

問 一 ⓐ 移 っ て  ⓑ 蒸 留   ⓒ 印 象   ⓓ 葉 脈   ⓔ 窓 

問 二 Ａ オ  Ｂ イ  Ｃ ウ  Ｄ ア 

問 三 ⑴ 「 事 実 と 論 理 」 の み で 構 成 さ れ た よ う な 文 章 ⑵ ウ 

問 四 ⑴ 美 し い 文 章 や 感 受 性 豊 か な 文 章    

⑵ （ 例 ） 情 緒 を い っ さ い 切 り 捨 て た 、 事 実 と 論 理 だ け で 組 み 立 て ら れ た 客 観 的

な 文 章 。 （ ３ ５ 字 ） 

問 五 < 採 点 ポ イ ン ト> 

①  写 真 か ら う か が え る 日 本 の 城 の 特 徴 に つ い て 具 体 的 に 述 べ て い る こ と 。 

②  写 真 か ら う か が え る ヨ ー ロ ッ パ の 古 城 の 特 徴 に つ い て 具 体 的 に 述 べ て い る こ と 。 

③  両 者 の 違 い と し て 、 う ま く ま と め て い る こ と 。 

問 六 エ 

※ 問 二 は 各 ３ 点 。 問 ４ ⑵ は ４ 点 。 問 五 は ６ 点 。 そ の 他 は 各 ２ 点 

 

二  （ ４ ０ 点 ） 

問 一 ⓐ つ （ れ て ） ⓑ し ゅ じ ゅ つ ⓒ か が み ⓓ （ お ） い わ （ い ） ⓔ き （ く ） 

問 二 Ａ エ    Ｂ ア 

問 三 １ ウ    ２ イ     ３ オ 

問 四 わ た し の ク （ ラ ス の 人 た ち が 俊 ち ゃ ん の 顔 の こ と を か ら か っ た っ て 。 ） 

問 五 イ 

問 六 （ 例 ） 父 や 母 、 姉 、 妹 た ち が 心 か ら ぼ く を 愛 し て く れ て い る の で 、 み ん な を 悲

し ま せ た り 心 配 か け た り し た く な い と い う 気 持 ち 。 

問 七 エ 

問 八 ア ほ ん と う の 親 子 の よ う に     イ （ 例 ） 外 見 ・ 外 面 ・ 表 面 な ど 

   ウ （ 例 ） 内 面 ・ 中 身 ・ 本 質 な ど   エ 車 に は ね ら れ た 

オ 人 間 ぎ ら い 

※ 問 六 は ４ 点 。 そ の 他 は 各 ２ 点 。 

 

三  （ ２ ０ 点 ） 

問 一 ① イ    ② ア    ③ エ 

問 二 ① 腰 （ こ し ）  ② 腕 （ う で ）   ③ 鼻 （ は な ） 

問 三 ① 大 同 小 異 ② 単 刀 直 入  ③ 温 故 知 新   ④ 一 期 一 会 

※ 各 ２ 点 
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《 解 説 》 
 

一  説 明 文 

問 一 「 ⓓ 葉 脈

よ う み ゃ く

」 は 、 聞 き 慣 れ な い 言 葉 か も 知 れ ま せ ん が 、 文 章 の 意 味 か ら 「 葉 に あ っ

て 、 太 陽 の 光 に 照 ら さ れ 浮 か び あ が る も の 」 と 考 え れ ば 、 葉 の 血 管 の よ う な も の と 気

づ く の で は な い で し ょ う か 。 

問 二 「 つ な ぎ 言 葉 」 の 問 題 で す 。 そ の 中 で は 、 「 だ か ら 」 と 「 そ し て 」 の 入 れ 方 で 迷 っ

た の で は な い で し ょ う か 。 「 だ か ら 」 は 、 前 が 原 因 と な っ て 、 後 ろ が 結 果 に な る 場 合

に 使 い ま す 。 た と え ば 、 「 か ぜ を ひ い た 。( 原 因) だ か ら 、 学 校 を 休 ん だ 。( 結 果) 」 の

よ う な 場 合 で す 。 「 そ し て 」 は 、 時 間 的 な 経 過 が あ る も の を つ な ぐ 場 合 に 使 い ま す 。

た と え ば 、 「 昨 日 、 ケ ー キ を 作 っ た 。( 前) そ し て 、 今 日 、 食 べ た 。( 後) 」 の よ う な 場

合 で す 。 見 き わ め 方 は 、 「 だ か ら 」 が 入 る 場 合 、 前 後 を 入 れ 替 え て 「 な ぜ な ら ～ か ら

だ 。 」 と 言 い 換 え て も 文 と し て 成 立 し ま す 。 「 学 校 を 休 ん だ 。 な ぜ な ら 、 か ぜ を ひ い

た か ら だ 。 」( ○) 「 今 日 、 ケ ー キ を 食 べ た 。 な ぜ な ら 、 昨 日 作 っ た か ら だ 。 」 （× ）

Ｃ と Ｄ は 、 一 見 ど ち ら も 入 り そ う な 感 じ が し て 迷 っ た か も 知 れ ま せ ん が 、 見 き わ め の

ポ イ ン ト は 以 上 で す 。 

問 三 ⑵ 八 行 目 か ら 九 行 目 に か け て 、 筆 者 が 、 言 葉 に と っ て 大 切 だ と 考 え て い る も の は

「 美 し さ 」 で は な く 「 正 し さ 」 で あ る こ と が 理 解 で き ま す 。 

問 四 ⑵ 十 四 行 目 「 と に か く 情 緒 を 切 り 捨 て る こ と 。 事 実 と 論 理 だ け で 文 章 を 組 み 立 て

て い く こ と 。 」 と 述 べ て い る よ う に 、 「 情 緒 や 美 し さ を 切 り 捨 て 、 事 実 と 論 理 だ け で

組 み 立 て ら れ た 文 章 」 と 言 い 換 え る こ と が で き ま す 。 

問 五 < 採 点 ポ イ ン ト> 

①  写 真 か ら う か が え る 日 本 の 城 の 特 徴 に つ い て 具 体 的 に 述 べ て い る こ と 。 

②  写 真 か ら う か が え る ヨ ー ロ ッ パ の 古 城 の 特 徴 に つ い て 具 体 的 に 述 べ て い る こ と 。 

③  両 者 の 違 い と し て 、 う ま く ま と め て い る こ と 。 

問 六 理 科 の 教 科 書 や 小 学 生 の 作 文 の 具 体 例 を 示 し 、 読 者 が 分 か り や す く 読 み 進 め て い け

る よ う に 文 章 が 展 開 し て い ま す 。 

 

二  物 語 

問 二 「 Ａ 月 と ス ッ ポ ン 」 ＝ 月 は 満 月 で 丸 く 、 ス ッ ポ ン も 同 じ よ う に こ う ら が 丸 く 、 丸

い 点 で は 共 通 し て い ま す 。 し か し 、 月 は 美 し い も の の 象 徴 で あ る の に 対 し 、 ス ッ ポ ン

は 汚 い 泥 の 中 に い て 姿 も み に く い こ と か ら 、 比 較 に な ら な い く ら い 違 う も の の た と え

と な り ま し た 。 「 Ｂ 義 理 が た い 」 ＝ 少 し 難 し い 言 葉 か と 思 い ま す が 、 文 脈 を た ど る

と 「 俊 治 」 が 車 に は ね ら れ た 金 沢 く ん の お 父 さ ん を 助 け た こ と か ら 、 金 沢 く ん が 、 そ

れ 以 降 、 そ の 恩 を 忘 れ ず 「 俊 治 」 の た め に な る こ と を や り 続 け て い る 様 子 に つ い て 言

っ て い ま す 。 

問 三 言 葉 の 係 り 受 け の 問 題 で す 。 こ の 問 題 で は 、 「 か ざ り の 言 葉 」 → 「 か ざ ら れ る 言

葉 」 を 正 確 に 抜 き 出 す こ と が 大 切 で す 。  １ → 「 人 間 ぎ ら い 」 ＝ 「 す っ か り 」 。   

あ ２ → 「 た ず ね て き て 」 ＝ 「 ひ ょ っ こ り 」 。 

   ３ → 「 し な く な っ た 」 ＝ 「 ぷ っ つ り 」 。 

問 四 他 人 か ら 、 「 障 が い の あ る 顔 」 を 見 て 「 ぼ く の こ と を 判 断 さ れ た 」 具 体 的 な 事 例 を

探 す 問 題 で す 。 す る と 、 小 学 校 三 年 生 の と き に 、 「 綾 子 姉 さ ん 」 の 同 級 生 （ 六 年 生 ）

に か ら か わ れ た こ と が 「 姉 さ ん 」 の 口 か ら 語 ら れ て お り 、 「 俊 治 」 に と っ て は 、 と て

も つ ら い 出 来 事 だ っ た と 思 わ れ ま す 。 
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問 五 傍 線 部 の 直 後 に 「 ぼ く が 初 め て 女 性 に 受 け 入 れ ら れ た 瞬 間 だ っ た ん だ も の 」 と あ る

よ う に 、 顔 に 障 が い の あ る 「 俊 治 」 は 、 今 ま で 一 度 も 女 性 と つ き 合 っ た こ と が な い と

考 え ら れ る た め 、 好 き に な っ た 女 性 に 初 め て 受 け 入 れ ら れ た 喜 び に 満 ち あ ふ れ て い る

気 持 ち で い る と 理 解 で き ま す 。 

問 六 条 件 に 「 手 紙 の 中 の 言 葉 を 使 っ て 」 と あ る こ と に 気 づ い た で し ょ う か 。 手 紙 の 中 で

「 俊 治 」 は 、 死 に た い と 思 っ た こ と も あ っ た け れ ど 、 「 ぼ く を 愛 し て く れ て い る 」 家

族 み ん な を 「 悲 し ま せ た く な い 、 う ら ぎ り た く な い 」 と い う 強 い 思 い を 告 白 し て い ま

す 。 「 泣 く 」 と い う こ と も 同 様 に 、 家 族 を 悲 し ま せ た り 、 心 配 さ せ た り す る こ と に な

る と 考 え 、 「 俊 治 」 は 、 涙 を 見 せ な か っ た と 理 解 で き ま す 。 

問 七 傍 線 部 直 前 の や り と り か ら 、 東 京 で の 手 術 に よ っ て 「 今 度 こ そ 俊 治 が 完 治 し 、 つ ら

い 苦 し い 日 々 も 終 わ る 」 と 「 俊 治 」 も 含 め 家 族 全 員 が 祈 る よ う な 気 持 ち で い た と 考 え

ら れ ま す 。 し か し 、 結 果 は 失 敗 に 終 わ り 、 「 俊 治 が 顔 を ぱ ん ぱ ん に は ら し て 帰 っ て き

た 」 わ け だ か ら 、 「 俊 治 」 の 失 望 し た 思 い を 想 像 す る と 、 「 ま と も に 俊 ち ゃ ん の 顔 を

見 れ な 」 い 気 持 ち も 理 解 で き る と 思 い ま す 。 

問 八 読 書 会 で の 意 見 交 換 形 式 の 問 題 で す 。 Ｂ く ん は 、 「 直 美 さ ん 」 の す ば ら し さ に つ い

て 意 見 を 述 べ て い ま す 。 そ こ で 、 自 分 で 考 え て 書 く 、  イ と  ウ の 問 題 で す が 、

「 直 美 さ ん 」 は 人 の 気 持 ち を 深 く 理 解 で き る 人 物 だ と と ら え て い ま す 。 つ ま り 、 そ の

人 が ど う い う 人 で あ る か を 、 そ の 人 の 「 心 」 か ら 判 断 で き る 人 間 で あ る と 考 え て い る

わ け で す 。 よ っ て 、  ウ に は 、 そ の 人 の 「 心 」 、 二 字 で 言 い 換 え る と 「 内 面 」 や

「 中 身 」 と い う 言 葉 が 当 て は ま り 、  イ に は 、 そ の 対 義 語 で あ る 「 外 見 」 や 「 外

側 」 が 当 て は ま り ま す 。 

 

三  語 句 の 問 題 

問 一 熟 語 の 「 音 読 み （ 中 国 語 読 み ） ・ 訓 読 み （ 日 本 語 読 み ） 」 を 判 断 す る 問 題 で す 。

「 音 読 み 」 は 発 音 し た り 、 聞 い た り し た だ け で は 、 そ の 漢 字 の 意 味 が 分 か り ま せ ん

が 、 「 訓 読 み 」 の 場 合 は 、 意 味 も 理 解 で き ま す 。 た と え ば 、 「 日 」 は 、 「 ニ チ ・ ジ

ツ ・ カ ・ ひ 」 と 読 め 、 カ タ カ ナ の 読 み が 「 音 読 み 」 、 ひ ら が な の 読 み が 「 訓 読 み 」 と

な り ま す 。 ① 味 「 ミ ・ あ じ 」 方 「 ホ ウ ・ か た 」 と 読 み が あ る 中 で 、 「 ミ か た 」 と 読 む

の で 「 音 ＋ 訓 」 と な り ま す 。 

② 操 「 ソ ウ ・ あ や つ （ る ） 」 作 「 サ ・ サ ク ・ つ く （ る ） 」 で 「 ソ ウ サ 」 と 読 む の で

「 音 ＋ 音 」 で す 。 

③ 弱 「 ジ ャ ク ・ よ わ （ い ） 」 気 「 キ 」 で 「 よ わ キ 」 と 読 む の で 「 訓 ＋ 音 」 で す 。 

問 二 体 の 部 分 の 名 前 を 入 れ て 成 立 さ せ る 慣 用 句 の 問 題 で す 。 ② の 「 腕 」 に は 「 腕 前 」 な

ど そ の 人 の 技 量 や 力 量 を 示 す 慣 用 句 が 多 い の で 、 以 下 の も の も 、 辞 書 で 調 べ て み て く

だ さ い 。 「 腕 が な る 」 「 腕 に よ り を か け る 」 「 腕 に 覚 え が あ る 」 な ど で す 。 

問 三 四 字 熟 語 の 問 題 で す 。 漢 字 検 定 五 級 （ 小 学 六 年 生 レ ベ ル ） に 出 て く る も の な の で 、

も し 間 違 っ た 問 題 や 分 か ら な い も の が あ っ た な ら ば 、 辞 書 で 確 認 し て お い て く だ さ

い 。 

※ 問 一 や 問 三 の 問 題 が 解 け な か っ た 人 は 、 漢 字 検 定 五 級 の 該 当 す る 問 題 で 練 習 し て お く と い い で す 。 
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― 算 数 ― 
 

１（小問集合）各点

整数、小数、分数の計算は何度も練習しましょう。また、平均や角度、面積を求めるなど基本的な

問題です。問題をよく読んで解きましょう。

　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　⑤

　　　　　　　　　　　　　　　　
 

 

 

２（規則性）点　点　点

問題をよく読み、変形のルールをおさえましょう。また、図形を書き出していく中できまりを見つけ

ましょう。

　辺の長さ　　　周の長さ　

　　辺の長さは、図形の辺の長さを等分するので、 となります。

　また、辺の本数は、図形の辺の本数の倍になるので、 本、したがって、

　周の長さはとなります。

　辺の長さ　


　　周の長さ　

　　辺の長さは、図形の辺の長さを等分するので、 


となります。

　また、辺の本数は、図形の辺の本数の倍になるので、 本、したがって、

　周の長さは


となります。

　辺の長さ　


　　周の長さ　





　　辺の長さは、図形の辺の長さを等分するので、


 



となります。

　また、辺の本数は、図形の辺の本数の倍になるので、 本、したがって、

　周の長さは






となります。
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３（文章題）点　点　点

会話を読んで、必要なことが読み取れるようになりましょう。

　例：

　　　　円未満は切り捨てるから、の位のを切り捨てて円になるよ。

円

円以上円以下

　　値段が円の品物の消費税は円、値段が円の品物の消費税は円、

　値段が円の品物の消費税は円、値段が円の品物の消費税は円になるので、

　消費税が円になるのは、値段が円以上円以下になります。
 

 

 

４（グラフ）点　点　点　点　点

問題文から必要な条件を読み取り、グラフに対応させることができるようになりましょう。

　

　九太郎くんが分速で分間歩いた道のりになるので、 となります。

　

　国子さんは、九太郎くんが家を出て分後に家を出たのでとわかります。

　

　　国子さんが家を出発したとき、九太郎くんは家からの地点にいます。二人の間の距離は

　分間にｍずつ縮まっていくので、国子さんが九太郎くんに追いつくまでにかか

　る時間は 分間であることがわかります。からとなります。

　分間

　　国子さんは、九太郎くんと別れてから、家に戻るまでにかかった時間は分間なので、国子さん

　が移動にかかった時間は分間であることがわかります。国子さんは、家を出てから分後に家

　に戻ったので、人が、立ち止まって話をしていた時間は、分間となります。

　

　　九太郎くんが移動していた時間は、体育館に着くまでにかかった分間から、国子さんと立ち

　止まって話をしていた分間をひいて、分間とわかるので、 ｍとなります。
 

 

 

 

 



 - 7 - 

長さは等しい

側面

５（空間図形）点　点　点

　  

　　底面の半径がのとき、底面の面積は   となります。

　円柱の体積は、 底面の面積   高さ で求められるので、   

　となります。

　 

　　円柱の側面は、展開図で考えると、長方形になります。

　　この長方形のたての長さは、円柱の高さになるので。

　　横の長さは、底面の円の周の長さと等しくなるので、

　 。したがって、側面の面積は、

　   となります。

　

　　円柱の底面の面積は、 体積  高さ で求められるので、  

　となります。求めたい底面の半径を□として考えると、□ □ がとなる□を

　見つければいいことになります。 になるから、□ □がとなる□は

　とわかります。
 

 

 

 



 

 
















図
６（平面図形）点　点　点

　  

　　三角形と三角形は合同（形も大きさも同じ）

　です。長さを書き込むと図のようになり、四角形は

　辺がの正方形です。

　　よって、四角形の面積は、

　  となります。

（別解）

　　四角形は上底が、下底が、高さが

　の台形なので、面積は、

　    

 
 

 

 

 



 - 8 - 



 










 

図



 
















　




　　図で，大きさが同じ角に印をつけていくと、三角形

　と三角形は同じ大きさの角がつあるので、このつの

　三角形は大きさは違いますが形は同じことがわかります。

　　図から、の長さはとわかりますから

　三角形は三角形を


に縮小した図形であること

　がわかります。

　　よって、の長さはの長さの


ですので、

　





となります。

　


  

　　の長さもと同様にして





。

　よって、の長さは





です。

　　三角形と三角形は、底辺をそれぞれ、

　とすると、高さは同じですから、つの三角形の面積

　の比は、

　　　 三角形の面積  三角形の面積 











　となります。

　　三角形の面積は  なので、三角形の面積は、

　

 







  となります。
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― 英 語 ― 
 

１ リスニング（各 1点） 

問１ (1) イ (2) ア (3) ア (4) ウ (5) ア 

問２ (1) イ (2) ウ (3) エ (4) ウ (5) ア 

＜解説＞ 日常生活の中には、国際語としての英語が多く溶け込んでいます。学校での授

業だけでなくても、日頃から英語に対して意識を向けるだけで、多くの言葉を学ぶことが

できるでしょう。 

 

２ アルファベット（各 2点） 

問１ P Q R S 

問２ b c d e f g 

＜解説＞日本語に比べると、アルファベットは大文字と小文字がそれぞれ 26文字しかあ

りません。中学校での学習をスムーズに進めるためにも、できるだけ早く書けるようにな

りましょう。特に小文字は、4線の正しい位置に書けるようになることも大切です。 

 

３ 英単語（月・曜日）（問 1・問 2ともに全解 2点） 

問１ (1) ウ (2) イ (3) オ (4) エ (5) ア 

問２ (1) イ (2) ア (3) エ (4) オ (5) ウ 

＜解説＞月や曜日は、小学校でも歌などで覚えたことがあるのではないでしょうか。中学

校では、英語を「読む」という学習も入ってきます。単語を見て、その意味や発音が分か

るということも大切になってきます。 

 

４ 英文読解（各 1点） 

問１ アイスクリーム 

問２ （例）あなたはどのスポーツが好きですか。 

＜解説＞まとまりのある意味を持った英文の読み取りでしたが、英語でのあいさつや自己

紹介など、身近な表現から学んでいくと、楽しく学習を続けられるでしょう。 
 


